
団体名：世田谷・みっと 

活動地域：世田谷区 
助成額：99,931円、助成回数：2回 
ブログ：http://setamitt.blog.fc2.com/ 
フェイスブック：https://www.facebook.com/setamitt/ 
 
【取り組み結果】 

子ども食堂みっとで食事を提供する際に、料理に関わる地域について（沖縄料理、

北海道からの魚介類、韓国料理等）子ども達に伝えるように心がけている。6月は沖縄

の慰霊の日にちなんで「みっと／6月はおきなわの日」とし、東都生協からの食材の支

給品を使って沖縄料理を提供した。タイムリーにジーマミー豆腐の支給があり、初体

験の子どもの多く、とても関心が高かった。2月は小学校高学年の男子にお腹いっぱい

すき焼きを食べさせてあげたい、との思いからすき焼き肉の支給を受けたが、新型コ

ロナウィルスの流行に伴い、一同に会しての食事は取りやめ、お弁当の提供という形

にした。美味しい牛肉をふんだんに使い、とても好評だった。安全な食材の支給のみ

ならず、消耗品の台所洗剤、トイレットペーパー、モーモーティッシュ等は限られた

予算のなかでの子ども食堂の運営にとっては、大変大きな励みと動機づけになる場と

なっている。 

 
【組合員へのメッセージ】 

日頃より『せたがや子ども食堂・みっと』をご支援頂き、誠にありがとうございま

す。 

「みんなで(m)、いっしょに(i)、たのしく(t)、たべよう(t)=みっと」をモットーに毎月

2回、第 2＆4木曜日に 2015年 11月より『せたがや子ども食堂・みっと』を開催して

きましたが、新型コロナウィルスの流行に伴い、2月末から一緒に食事をすることを止

め、週 2 回お弁当の配布を開始しました。しかしながら、そのお弁当も感染リスクを

考え、４月からはやむなく中止しています。現在は子ども食堂に参加していた子ども

達にお手紙を送り、近況を尋ねたり、返信を受けとったりしながら繋がっています。 

新型コロナウィルスの流行は、私たちの生活にさまざまな変化をもたらしました。

今まであたりまえと思っていた日常が奪われ、「新しい生活様式」が求められなか、子

どもたちにとって安心で安全な居場所である「みっと」を再開するためにはどうすべ

きかを慎重に検討し、また今回のコロナ危機をこれまでたどりつかなかった子どもた

ち、ご家庭との接点を見出す機会としてとらえ、活動を継続していきたいと考えてお

ります。今後ともみなさまのご理解、ご支援を心よりお願い申し上げます。 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


